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活動や体験を 大切にし自然に 親しむ子の育成 

第 ] 学年「公園で 遊ぼう」の単元を 通して   
浦添市立当 ぬ / 畔校 教諭 下 問 節 子 

1  テーマ設定の 理由 

今回の学習指導要領の 改訂によって「生活科」という 新教科が誕生 - した。 この生活科の 特色の 

一つに「地域との 深 い かかわり」が 挙げられるがそれは。 児童の生活 圏 であ る身近な地域を 学習 

の場・対象としながら 学校，家庭，地域の 人々の理解と 協力のもとに 地域と触れ合う 活動をすす 

めることを基本としているからであ る。 では，本校の 児童の生活 圏 をみると，公共の 施設として 

の 広場を主にした 浦添大公園や 遊具を主とした 嘉数 高台公園等，活動や 体験のできる 場や自然に 

触れる場に恵まれている。 さらに，学校生活での 低学年児童の 特徴をみると「終わります」の チ 

ャィムと 同時に外遊び へと パ フッと 散っていき遊具や 砂場で思い思いに 遊ぶ子ども 達 ，雨の日で 

も 教室の両窓辺が「てるてる 坊主」のカーテンになる 等，晴天を願う 気持ちは，とにかく 外遊び 

が 大好きな子ども 達と言える。   

上記の実情から「遊び」活動が 具体的な活動や 体験としてどのように 構成しているか 第 1 学年 

の 内容㈲や「内容選択の 視点」からせまってみたい。 

Ⅱ 研究仮説 

生活科の学習において 社会や自然とのかかわりのできる 活動や体験の 場を組織すれば 日立への 

基礎となる生活上必要な 習慣や技能を 身につける子が 育っであ ろう。 

m  研究内容 

(1) 新教育過程からみた 授業改革の基本的視点 

今回の改訂では ，個性を生かす 教育・社会の 変化に対応できる 能力の育成，自ら 学ぶ意欲の 

育成，人間としての 生き方の教育・ 文化や伝統を 尊重する態度の 育成などを重視して 改善が行 

われている " また，これまでの 学校教育の反省として ，学習指導の 質的変換を図ろうとしている。 

つまり，児童が 自ら学び考える 教育への転換であ る。 

この新教育過程を 授業改革という 点で考えると ，次の 4 つの基本的視点を 挙げることができる。 

① 基礎基本の指導の 工夫と個性を 生かす教育の 推進 

② 社会の変化 @c 主体的に対応できる 能力の育成 

③ 内発的な学習意欲の 育成 

の 学習指導への 教師の関わり 方 

これからの社会の 変化に主体的に 対応して生きて い く資質を育てるためには ，授業が変わる 

ことが強くもとめられる。 特にこれまでみられた 教師中心型の 授業から子ども 中心の授業へと 

変わることが 大切であ る。 教師は児童一人ひとりの 成長の過程を 見守り，それぞれの 能力や適 

性などを引き 出して育てるよき 援助者であ るという指導 観と 児童は本来様々な 可能性を内に 秘 、 

め ，よりよく生きた い 向上したいと 願っている存在であ ると実感をしっかりと 持ち，よき援助 

者としての力量を 高めていくことが 求められている。 また，学習指導にあ っては，児童一人ひ 

とりの特性を 学習や生活の 状況の観察，学習記録や 諸調査などによる 客観的な理解とともに ， 

日々の学校生活の 中で共に学び ， 共に悲しむといった 心の触れ合いを 通して共感的な 理解を深 

めるようにすることが 大切であ る。 
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(2@ 幼稚園教育と 生活科 

生活科新設の 背景となった 幼稚園と小学校のつながりという 点から生活科，をとらえると ， 生 

活科は， 次の図の重なり ( のりしろ ) の部分として 考えられる。 

幼 稚 園                                                                                                                 小 学 校 

- - 

米 

保 育 

一 - - - 

遊 び 

Ⅹ 遊び 

 
 

( 生 ，宿料 ) 授 業   

        く 遊び・学習 ノ           学 習   

      生活を基盤とした 体験的活動 

幼稚園では，遊びを 通しての指導を 中心として，すべてのねら か が達成されるよ う に考えら 

れている。 登園 してからの幼稚園での 幼児の生活は 遊びを中心として 展開されているのであ る。 

そこでは，勿論「～しなされ」 「～してはいけません」 「早くしなされ」 「 00 ちゃん付して 

るの」というような 強制的，威圧的な 先生の言葉は 聞こえてこない。 子どもたちは ，落ち着い 

た 良い環境の中で 生き生きと活動し ( 遊び ), 友達とかかわりあ っているのであ る。 

ところが，小学校へ 入学すると，チャイムで 仕切られた 45 分間の 1 時間単位の授業，給食   

休み時間というようなリズムで 毎日を過ごすようになる。 1 年生から 6 年生までの発達年齢の 

相当違う大集団の 中で ， いろいろな環境の 大きな変化 @C 戸惑うのは当然であ る。 

こうした中で ，スムーズに 小学校生活が 送れるように 夢中になって 遊ぶことを通して 学ぶ 幼 

稚国 教育と遊ぶことも 学習ととらえた 低学年生活科教育との っ ながりを十分ふまえることが 必 

要 になってくる。 

幼 稚 園 小 学 校 生 活 科 

動 中 い 、 活 遊びを通しての 指導 具体的な活動や 体験を通しての 指導 
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@3) 生活科学習内容の 分析 (1 年 ) 

内 容 身に付けた いカ 

，学校の施設の 様子                                                                                                                                           

・先生などの 学校生活を支えている 人々のこと                                                                                                 ヰ分かる 

・友達のこと                                                                                                                                                         

は ) 
・ ( 学校において 楽しく )                                                                                            生活や遊びが……・ + できる 

・通学路の様子                                                                                                                                                                                                       + 調べる 

・安全な登下校                                                                                                                                                                                                       十できる 

・家庭生活を 支えている家族の 仕事                                                                                     

・家族の一員として 自分でしなければならないこと                                                                                   
(2) 

寸分かる 

  ( 家庭における ) 自分の役割                                                                                                               け ( 積極的に ) 果たす 

・健康に ( 気を付けて )                                                                                                                                                            う ( 生活 ) できる 

・近所の公園などの 公共施設                                                                               +( みんなのものであ ること ) 分かる 

・ ( 近所の公園などの 公共施設 )                                                                          ゥ ( 大切に利用すること ) できる 

(3) . 身近な自然                                                                                                                                                                                                         づ観察する 

・季節の変化                                                                                                                                                                                                     
+ 気ィ 寸 く 

  ( 季節の変化 )                                                                                                                                               +( 合わせて生活 ) できる 

・ 土 ・砂など                                                                                                                                                                                                         + 遊ぶ 

(4)  . 草花や木の実など ( 身近にあ るもので )                                                       +( 遊びに っかぅ ものを ) 作る 

・みんなで                                                                                                                                                             サ C 遊びを工夫すること ) できる 

・動 物                                                                                                                                                                                                                       
ウ 飼 う   う 育てる 

(5)  . ( 動植物も自分たちとおなじょうに )                                                         王 ( 生命をもっていること ) 気付く 

  ・生き物へ                                                                                                                                                                           +( 親しみ ) 持っ 

  ( 生き物を )                                                                                                                                 キ U 大切にすること ) できる 

・入学してから 自分でできるようになったこと                                             
  

(6) . 日常生活での 自分の役割が 増えたこと                                                                                                           ゥ分かる 

・学校や家庭において                                                                                                                               チ C 意欲的に生活 ) できる 
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(4) 学習指導の進め 方 

① 教師はどこにいるか 

知識や経験の 豊かな教師が ，それを児 童に 教え授けるのが 授業であ ると考えるとき ，授業 

の中心は教師となり ，一時間中，黒板を 背 fc してクラスの 全体に話しかける。 このような 教 

師 主導の授業は ，児童一人一人のよさを 生かした授業となりにくい。 したがって，教師中心 

の 一斉指導は，一人一人の 児童が目ら意欲的に 活動することを 大切にする生活科ではなじま 

ないと考える。 

生活科の授業にあ っては，援助という 言葉がよく使われる。 このことは，生活科授業づく 

りの核心をついている。 指導という言葉にかえて 援助というとき ，教師は何も 指導してはい 

けないというのではなく ，援助も指導の 一 形態としてとらえることであ る。 援助とは，文字 

通り，児童一人一人の 苧 ; 習 活動を助け支えることであ り，そのことは 指導すること 以上に教 

師の専門的な 力量が求められることなのであ る。 

どの児童にもそれぞれのやりたいことがあ り，それに熱中する 生活科においては ，児童 の 

活動の場は多様であ るため，教師は ，い っ   ど 乙で，どのような 援助をするのかという 教師 

の姿勢や役割が 問われている ， 

したがって，児童一人一人が 個性を発揮して ，伸び伸びと 活動できるよ う に   教師は学習 

環境を整え。 児童の活動を 見守り，援助して い くことが大切であ る。 

② 児童は活動しているか 

生活科は，廃学のイメージにはなじまない。 教師に向かって 並び ， 座り ， 読んだり，質問 

に 答えたりするような 頭だけで学ぶ 教科ではない。 児童が体全体で 学ぶ活動が展開されて ぃ 

るかどうかが ，この教科の 本質とかかわって 重要なことであ る。 

生活科は，具体的な 活動や体験を 通して学ぶ教科であ る。 その具体的な 活動や体験とは   

例えば，見る ，調べる，探す ，育てる，作る・ 遊ぶなどの学習活動であ る。 また，見たり ， 

調べたり，育てたりした 学習対象のよ う すや自分の考えを ，言葉， 絵 ・動作，劇化等で 表現 

する学習活動であ る。 児童が活動しているかということは ，このような 学習活動が可能とな 

っているかということにほかならない。 すなわち， 体 全体で学ぶ活動や 体験こそが生活科に 

求められているのであ る。 

ところで，これらの 体で学ぶ活動や 体験にあ っては， トラブルやハプニンバはつきもので 

あ る。 物の貸し借りやグルーブ 活動で言い争いになったり ，けんかやつかみ 合 いが 始まる。 

また，大切に 育てていた植物が 枯れたり，昆虫などの 生き物が死んだりする。 楽しみにして 

いた町の探検が 雨で中止となりがっかりする。 

生活科の教科目標の 中に。 「……その過程において 生活上必要な 習慣や技能を 身に付けさ 

せ             」とあ るのは，このようなトラブル や ハプニンバの 中に ， 多くの学ぶものがあ る こ と 

を 示したものであ る " 活動や体験の 過程において ，必要に応じて 身 fc 村   ける習慣や技能は ， 

よりよく生きる 生活の知恵にほかならない。 生活科で大切にしたいのは ，単なる知識ではな 

く ，生活に生きる 知恵を身に付けさせることなのであ る。 

しかし，活動や 体験の生活科であ るといっても ，ただ活動していればそれでよいというの 

ではない。 どの児童にとっても 価値あ る活動が求められるのであ る。 この趣旨に沿って 活動 

しているかということは ，生活科授業のチェックポイントであ る。 
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③ どこで活動しているか 

通常の授業は。 教室の中でなされるのがほとんどであ る。 生活科にあ っても，教室での 授 

業 があ ることは い うまでもないが ，教室の中だけにとどまらないということであ る。 

生活科は身近代環境の 学習であ る。 児童が生活している 身近な社会や 自然が学習の 場であ 

り ，学習の対象となる。 すなわち，児童の 生活 圏 に学ぶ生活科においては ，教室はもとより。 

校ぬ ，校外まで学習の 場や対象が広がるのであ る。 

校外 @c 出 て，身近な人や 施設，また，草花や 生き物などの 環境に学ぶということは ，大き 

な 意味をもっている。 先生は担任だけではなく ，農家のおじさんが ， 「畑の先生」であ り， 

近所のおばさんが「昔の 遊びの先生Ⅱなのであ る。 その中で，実物に 触れて実感として 分か 

ること，自然の 中で豊かな感性を 育てることを 日指しているのであ る。 

また，校外学習にあ っては，安全にかかわる 事項について 十分に配慮することが 大切であ 

る 。 交通事故はい う までもなく。 危険な場所での 事故などが起こらなれように ，事前， 事 中 

における十分な 安全への検討と 対策が必要であ る。 

の 児童理解の観点、 

水戸市立常盤小学校の 評価設計 

観 点 ・ l 具 体 的 評 価 方 法 l 機 会 1 

① 事前の活動体験 l アンケート，対話・ 面接等 l 活動前 
② 事前の興味・ 関心 

③ 事前の習慣・ 技能                                                                               日記等 
④ 協力・協調 活動観察，表情の 観察，表現 ( 日記・見たこと 
( 個性発揮・役割分担 ) したことノート・いいもの 見つけたカード 発 

見 新聞 ) 等 

⑤ 意欲・積極性 
( 自己主 丑長 )   活動観察，表現篤 卜等 己述 ・発表Ⅰ，したこと カ一 

前
前
 
中
 

復
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 後 

勃
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勃
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勃
 

酒
店
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活
活
活
 ⑥ 根気・持続性・ 継続性 活動観察，表現 ( 発表 ), 友人の意見・ 感想， 活 動 中 

( 没入‥没頭 ) したことカード 活 動 後 

⑦ 自分への 気 づき 活動観察，発言・ 発表，つぶやきの 記録， 活 動 中 
( 感動・満足・ 成就感・存在表現 ( 日記・見たことしたことノート ) , した 活 動 後 
感 ・達成感，自信等 ) ことカード 
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オ ・ イメージを明確にしてやる。 

力 ． 仲卸 C ・ 入る。 

( 子どものレベルで 遊ぶ ) 

キ ．遊びに誘う。 

ク ． 遊びの仕方を 教える。 

⑤ 遊 び における教師の 援助のあ り方について 

ァ ．子ども自身が 自分の遊びに 没頭できる環境を づ くること。 

ィ ． 主体的に関われるよ う に空間と時間を 保障する。 

ゥ ．認める，励ますなどの 肯定的な関わり。 

ェ ． 仲間との橋渡しをし ，発想の交流をはかる。 
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位
色
 

評
特
 

の
の
 

科
価
 

 
 

①
 

 
 G
 

 
 Ⅲ 具体的な活動や 体験の広がりや 深まりを評価する と 
生活科は具体的な 活動や体験を 通して，総合的な 学習活動を展開する " そして，その 活動の 

内容は，個人により ，グルーブによって 多様であ る。 このような学習活動の 展開にあ っては， 

教師は事双に ， 何を，どのように 取り上げて・ 児童自身の主体的な 活動を引き出していくよう 

にするか，その 方向や手順など @c ついて，具体的に 検討しておくことが 大切であ る。 このこと 

が不十分であ れば，活動はしたが ，求められる 児童の姿とはどのようなものであ り，どのよう 

な 学習が成立したのかが 明確につかめないということ @c なる。 

生活科の学習指導にあ っては，児童自身の 主体的な活動を 重視し，児童の 考え方や行動がど   

のように深まり ，広がり，その 中で児童が何を 学んだかを評価することが 求められる。 そのた 

めには，学習活動の 展開の方向や 手順などについての 事前の検討が 極めて大切であ る。 

(2) 一人一人に即した 評価が特に求められること 

生活科は自分とのかかわりを 重視する教科であ る。 一人一人の児童が ，身近な環境とのかか 

わり，そして 自分自身について 学習する。 

このことは， 生 ・ 活 科の評価にあ っては，一人一人の 児童に即すること ，すなわち，その 子な 

りのものがどのように 発揮されているかを 重視することが 求められるのであ る。 その子なりの 

意欲や興味・ 関心，気付きや 行動等が，どのよう @C 発揮され行われているかを 評価するととも 

に ，それを指導に 生かす工夫が 大切なのであ る。 

そして，生活科にあ っては，活動や 体験の過程そのものが 特に重視されるのであ る。 一人一 

人の児童が，それぞれの 目標を目指して ，どのように 取り組み，学習を 進めているかという 学 

習の過程そのものが 大切であ る。 学習活動の過程における 評価を重視することによって ，一人 

一人の児童を ，より深く，より 広く伸ばす評価と 指導の在り方を 求めることができるのであ る。 

(3) 実践的な態度の 評価を重視すること 

生活科は，つまるところ 児童がよき生活者になることを 目指している。 即ち，児童が 日常生 

活の中でどのよう @c 考え，工夫し ，行動するようになったかということを 重視する。 生活科の 

各学年の目標及び 内容を「                   することができるようにする」と 表現しているのは ，このこ 

とと密接にかかわっている。 このことは，生活科 fc あ っては，意欲や 関心・態度，行動の 評価 

が 重視されなければならないことを 意味している。 意識面や実践的な 態度の評価を 重視するこ 

とであ る。 

このような評価にあ っては。 1 単位時間，あ るいは， 1 単元という短期間の 過程の評価では 

なく，長時間にわたって ，その変容をとらえることが 必要であ る。 生活科にあ っては，一人一 

人の児童の学習の 過程が大切にされ ，長期にわたってその 変容をとらえることが 求められるの 

であ る。 

以上のような 生活科の教科としての 特質と評価の 特色を理解することが 大切であ る。 評価 方 

法は ついては，生活科が 求めている児童像の 実現を図る評価でなければならない。 
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② 生活科の観点 別 学習状況の評価 

ァ 生活科の評価の 観点 

  指導要録が求める 観点学習状況の 評価にあ って大切なことは ，何が，どの 程度実現さ 

れたかということであ る " その「何が」ということは ， 目標とかかわって 明確にされる 

ものであ り， このことから ，評価は目標の 裏 がえしといわれている。 

新指導要録の「観点 別 学習状況」の 欄において，生活科の 評価の観点とその 趣旨は ， 

以下のように 示されている。 

生活科の「観点 別 学習状況」 ( 指導要録 J  ( 平成 3 年 3 月 )  ( 表 1 ) 

科
 

活
 

教
 

生
 

観 占一 趣 ヒ 
    

  生活への関心・ 意欲・態度 身近な環境や 自分自身に関心をもち ，進んでそれらとかか 
わり，楽しく 学習や生活をしようとするの 

活動や体験についての   思考 具体的な活動や 体験について ，口分なりに 考えたり，工夫 

・表現 したりして，それを 素直に表現する。 

  の 気付き   

( ア )  「関心・意欲・ 態度」 

生活の知恵を 身に付け，自立への 基礎を養 う 生活科にあ っては，とりわけ 重要な観点であ 

る 。 生活科は，あ れ こ れの知識を覚えればよい 教科ではない。 生活の中に生きて 働く 力 を育 

てることを 目 f 旨しているのであ る 0 身近な環境への 積極的な働きかけととも fc, 学習したこ 

とを白らの生活に 生かす実践的な 態度を大切 @c したひのであ る。 

この関心・意欲・ 態度は ， 他の各教科においても 重要な事柄であ り，各教科の 評価の観点 

の最初に置かれたことは ，新しい学力観の 特色を示すものとして ，注目した い ことであ る。 

関心・意欲，態度は ，情意的側面と 深くかかわっている。 そのため， この観点の評価は ，ぺ 

" 一 /"   "- テストや短期間の 評価にはなじまない。 継続的に，長期にわたって 見取ることが 求め 

られる。 

@  「思考，表現」 

活動における 思考の広がりや 深まりに注目するのが 思考・表現であ る。 生活科では，具体 

的な活動や体験をとおして 学習が展開されるが ，ただ単に活動していればよいということに 
はならない。 

活動の中でいろいろ 考えたり，工夫したりして ，よりよいものを 求めていくことを 大切に 

したりのであ る。 

また，生活科では ，作ったり，遊んだりなど ，自己を表現することを 重視する。 受容では 

なく，白らを 積極的に表出することであ る。 その子なりのすなおな 表現がなされているか ， 

また，そのための 技能はどうかなど ，生活科の重要なチェックポイントであ る。 

( ウ )  「気付き」 

この観点は生活科だけのものであ る。 他の教科では「知識・ 理解」であ るが，それに 近 い 

ものであ ると言える。 このことは，生活科には 知識，理解が 欠落 ( ているということではな 
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く ，気付きという 観点として設けられているということであ る。 

生活科にあ っては，教えられて 受動的に分かるということではなく   自ら主体的に 環境と 

かかわり，その 中で気ィ寸 き ・分かることを 大切にしたいということであ る。 すなわち。 主体 

的な分かり 方 こそ，気付きなのであ る。 生活科では，身近な 社会や自然とかかわる 中で ，主 

体約 @c 社会認識や自然認識への 芽を育てたいのであ る。 また自分自身への 気付きを大切 (c し 

ているのであ る。 

以上，生活科の 評価の観点を 示したが，生活科の 指導資料『指導計画の 作成と学習指導』 

( 平成 2 年 1 月文部省 ) の中では，評価の 観点、 として 4 観点を示している。 その 4 観点が指 

導 要録では 3 観点に組み替えられている。 その関連は，以下の 通りであ る。 なお， 「生活上 

必要な習慣・ 技能」については ， @t き 専要録の行動の 記録 欄 にあ る「基本的な 生活習慣」の 項 

目において主としてチェックするものとして ，観点 別 学習状況にあ っては特に設定されてい 

ない。 
( 表 2 ) 

  
( 指導資料 )  ( 平成 2 年Ⅰ 月 ) ( 指導要録 )  ( 平成 3 年 3 月 ) 

( 観点 別 学習状況 ) 

@  ，身近な社会や 自然への関心・ 気付き   生活への関心・ 意欲・態度     

    a@e@@a@o@ys@o@@ ・ ， @@ 活動や体験についての 思考，表現   

回 """"   "" 身近な環境や 自分についての 気付き   

( 行動の記録 ) 

基本的な生活習慣 

" 一 " 
イ 観点 別 学習状況の評価の 進め方 

指導要領の観点 別 学習状況の評価においては ，小学校学習指導要領 fC 示す各教科の 目標に 

は らして，その 実現の状況を 観点ごとに評価し ， A, B, C の記号によって 記入する。 

この場合， 

  

A : 「十分満足できると 判断されるもの」 

B : 「おおむね満足できると 判断されるもの」 

C : 「努力を要すると 判断されるもの」   

であ る。 

絶対評価については ，客観的な評価基準の 設定が困難であ って，主観的な 評価になりがち 

であ り，評価の信頼性 4c 問題があ るという指摘があ る。 したがって，各教科の 観点 別 学習 状 

況の評価に際しては ，学年や単元ことに 具体的な評価規準を 設定するような 工夫が必要とな 

る 。 このため，各教科の 評価の観点をかみくだいた 付属資料として「観点 別 学習状況のため 

の 参考資料」が 示されている。 ( 次ぺ一シ 参照、 表 3) 

各学校においては ，これを参考にしながら ， Ⅰおおむね満足できる」評価規準を 設定し ， 

それに照らして「 -l- 分満足できる」状況や「努力を 要する」状況を 判断するのが 適当であ る     
と 考えている。 
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小学校児童指導要録付属資料 ( 文部省 ) 

( 生 活 ) 「観点 別 学習状況評価のための 参考資料」 ( 表 3) 

観点 学年   東 1 学 年 第 2 学 年 

生活への関心・ 意欲・ 身近な社会や 自然及び自分自身に 身近な社会や 自然及び自分自身に 

態度 関心をもち，進んでそれらとかか 関心をもち，進んでそれらとかか 

  わり，楽しく 学習したり，意欲的 わり，楽しく 学習したり，意欲的 
に 遊びや手伝いなどをしたりしよ に遊びや手伝いなどをしたりしよ 

ぅ とする。 ぅ とする。 

活動や体験についての 調べたり，育てたり ，作ったりす 調べたり，育てたり ，作ったりす 
思考・表現 るなどの活動や 学校や家庭などに るなどの活動や 学校や家庭などに 

おける自分の 生活について ，自分 おける自分の 生・活について ，自分 
なりに考えたり ，工夫したりして ，なりに考えたり ，工夫したりして ， 

それをすなおに 表現する。 

身近な環境や 自分にっ 具体的な活動や 体験をしながら ， 具体的な活動や 体験をしながら ， 

それをすなおに 表現する。 

い ての気付き l 学校生活や家庭生活，身近な 自然 @            ,                                      身近な 

  
    l る 。 

参考資料には ，生活科の三つの 評価の観点が ，第 1 学年，第 2 学年に分けて 具体化して示され 

ている。 それによると ， 「生活への関心・ 意欲・態度」と「活動や 体験についての 思考・判断」 

の 二つの観点は ，南学年において 変わりがない。 しかし， 「身近な環境や 自分についての 気付き」 

の 観点にあ っては，第 1 学年と第 2 学年では異なっている。   0 部分。 
このことは，評価規準の 設定にあ っては，学年別にこだわることなく ，柔軟であ ってよいこと 

を示唆している。 すなわち，生活科の 学年日 標は，第 Ⅰ学年及び第 2 学年として共通の 目標が示 

されているが ，内容は学年別に 示されており ，このような 生活科の特色を 踏まえ，適切な 評価規 

準を設定することが 求められるのであ る。 

例えば，動植物を 育てるという 活動は， 1 早生でも 2 年生でも取り 上げられるが ，そのとき評 

価規準は同じでよ い かどうかは，児童の 実態や単元のねら か などに即して 判断すべきであ る。 一 

般 的にいえば， 2 年生にはそれなりの 深まりや広まりが 求められていることは ， いう までもなび 

ことであ る。 

ところで，評価規準の 設定というとき ，参考資料に 示されている 学年別の程度では ，極めて概 

括的であ り，評価規準としての 機能を果たしえない。 少なくとも，単元レベルまで 具体化して 示 

すことが必要であ る。 

以下，具体例を 提示してみる。 

  小 単元「校舎の 中を探検しよう」 
  

  小 単元の目標一 - 学校の施設の 様子や学校生活を 支えている人々や 友達の乙とが 分かり， 楽し 

く 遊びや生活ができるようにする。 
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く 評価規準 フ 

  

。 関心・意欲・ 態度一一 。 学校内を進んで 探検しょうとしている。 

。 思考・表現 -         。 あ いさつができたり ，必要なことをいったりすることができる。 
の 気 付 き 。 校舎内の施設・ 設備の様子やいろいろな 人々がかることが 分かる。   

/] 、 単元「落ち葉や 木の実で遊ぼ ぅ   

。 小 単元の目標 集めてきた落ち 葉や木の実を 使って，工夫してかざりやおもちゃを 作った 

り， 遊んだりすることができるようにする。 

く 評価規準 ノ 

  

。 関心・意欲・ 態度   。 自分の作りたいおもちゃを 決めて，楽しく 作ったり遊んだりしている。 
。 思考・表現       。 その子なりの 発想や工夫をしている。 

  。 安全に気を付けて 道具を使 い ・後片付けができる。 

。 気 付 き 。 落ち葉や木の 実の形や色などの 特徴に気付いている。   

指導要録が求めている 観点 別 学習状況の評価にあ っては，このような 具体的な評価規準を 設定 

することが不可欠であ る。 規準が明確でなくては ，実現状況の 評価はできないからであ る。 

なお，観点別の 評価にあ って，どのような 方法でチェックするかは ，重要な事柄であ る。 関心 

  意欲・態度や 思考・表現などを 重視する生活科においては ，多様な評価方法を 活用することが 

求められる。 

ゥ 生活科の評価の 方法 

生活科にあ っては，単元全体や ，複数単元を 通して，また 長期的見通しに 立って，継続的に 

児童の意欲や 活動とそれに 伴った変容をとらえていくことが 大切であ る。 このような考え 方から， 

べ一 バーテストを 中心とした評価はなじまないといえる。 

生活科の評価方法としては ， べ一 バーテストによる 知識や理解を 中心とした評価より ，チェッ 

クリスト・児童との 話し合い・作品などの 多様な評価方法を 取り入れていくことが 大切であ る。 

さらに，行動の 記録や授業の 分析，自己評価や 相互評価なども ，学習のねら れ や内容に応じて 適 

切に，有効に 活用していくことが 大切となる。 

@  生活科の評価方法を 考える双提 

0  個に即した評価を 大切にすること ( 児童一人一人のよさ・もち 味 ・可能性などに 目をむけ 

た 個人内評価 ) 

0  学習の結果よりも ，活動の過程における 児童の取り組みを 重視して い くこと ( 次の活動や 

指導に生かすことを 大切にする ) 。 

0  児童に可能な 自己評価を取り 入れ，児童一人一人に 自分への気付きを 促すこと。 

ねら れ に応じて多様な 評価を取り入れ ，評価の方法を 組み合わせて 併用すること。 

0  1 単位時間で完結する 評価だけではなく ，学期や 1 年間にわたる 長期的な評価を 大切にし 

ていくこと。 

これらをふまえ ，次に示す評価方法は ，生活科にとって 有効な方法となり 得る。 
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一 評価方法例 一 

行 動 観 察 。 児童の身体表Ⅲ (m 度や行動，つぶやき ) の観察・チェック ・観察記録 

・チェックリスト 発 土生ロ 分 析・。 学習時間中の 児童の発言を ，評価規準によって 見取る。     ・授業記録 

作 お "  分 析 。 子どもの絵や 作文， ノート，メモ ，感想文，地図，年表など ・ノートや作品 

を 評価規準によって 見取る。 

面 接 。 発言内容や授業中の 行動など，面接して 聞きとる。 ノ ートや作品 価 自 自分白身の反省評価，自分を 己 評 。 乗り越えていこうとする 努力。 ・反省力 一 l 、 

相 互 評 価 。 友達相互の反省評価。 口分とは異なった 意見や態度をとる 友 ・反省力 一ド 

達への共感的理解を 見取る。 ，行動観察記録 絡 家 雄 達 。 学校で勉強したことが 家庭でどのような 表れ方をしているか ， ，家庭からの 連 

学習の準備の 様子など。 絡 

日 常 観 察 。 授業以外の学校生活，社会生活の 様子の見取り。 ・児童の日記 

・ き きこみ 

( Ⅲ 評価方法の具体例 

⑦ 行劫観察に ょ 6 具体例 

児童の行動や 作品などの学習の 成立を確かめる 時 ，直接，評価一覧表に 記入していくより 

補助記録用紙に 記入した方がよい。 簡潔で使いやすい 工夫が必要であ る。 

例えぱ ，座席 表 に評価観点を 明示しておき ，児童の言動を 観察しながら 教師のコメントを 
記入していく。 これらの記録を 手がかりとして ，評価一覧表に 小単元毎に記入していく 方法 

が 評価しやすいのではないかと 考える。 

( 例 Ⅰ補助的記録等 ( チェックカード ) 

⑥「十分満足できると 判断されるもの」 
0 「おおむね満足できると 判断されるもの : 
ム 「努力を要すると 判断されるもの」 

大単元 老 ( 公園で遊ぼ ぅ )  小 単元老 ( 初夏の公園で 遊ぼう )  第 0 時 0 月 0 日 
評 価 規 準 評価方法 

      
① 関心・意欲，態度一 ( 遊びの計画を 話し合い遊具等で 遊 ぶ ことができる。 ) l 桁 動 観察と発言分析 ) 

  

② 思考表現       
丈 に書くことができる。 ) 

③ 気付き一 - 一一一 ( 初夏の草木， 花 ， 虫等 の色や体感で 暑さに気付いている。 )  L 行動観察 ) 

① 基本的な生活習慣 - 一 ( 遊 ひが終わってから 手洗いやうがいなとがてきる。 ) ( 行動観察 ) 
    
  ① " 一 上 - ④ 仁 - コ - りて評価す重 

・「 c  子 
  

Ⅰ ， Ⅰ 
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N 授業実践 
]. 授業設計 

平成 4 年 6 月 19 日 ( 金 ) 1 ～ 4 校 時 

浦添市立 当山小学校 第 1 学年 170 人 

士き 導者 下 問 節 子 

Ⅱ ) 単元 名 初夏の公園で 遊ぼ ぅ (13 時間 ) 

(2) 単元の目標 
" 公共の施設を 使って遊ぶことができる。 

。 公園の草花や 樹木，虫などを 観察したり触れたりして 自然に親しむことができる " 

(3) 単元設定の理由 
本校の学区域には 浦添大公園， 嘉数 高台公園等，比較的身近に 遊び場があ るにもかかわらず 

遊び調査の結果・ほとんどの 子供が家の中での 遊びや友だちの 家等と家の周囲での 遊びが多い。 

「初夏の公園で 遊ぼ ぅ 」の単元では ，浦添大公園を 学習の場として 取り上げ，子供たちをそ 

の中で出、 ぅ 存分遊ばせながら ，自然とのかかわりを 深めるとともに ，公共施設の 利用の仕方を 

身につけさせた いと 考える。 

また，多くの 樹木や草花あ るいはその辺りに 生息する虫などと 触れ合ったり ，そこで見つけ 

た 自然のものを 使って遊ぶものを 作ったり ( 秋の活動 ) を通して自然と 遊ぶ楽しさを 味わわせ， 

自然への親しみを 増すことができると 考え「秋の公園で 遊ぼ ぅ 」単元へとっなげた い 。 

(4) 授業の仮説 
浦添大公園を 学習の場として 組織することによって ， 友だちと一緒に 遊んだり公園の 自然を 

観察することで ，近所の公園は ，公共施設としてみんなのものであ ることが分かり ，それらを 

大切に利用する 子が育っであ ろう。 

(5@ 学習活動での 児童評価表 ( 生活科の児童像を 考慮した ) 

児 

評価の視点 具 体 的 評 価 項 目 
童 
氏   名 

一緒に遊ぶ，勉強する 
集団生活の 話しあ いに 参 ； n する 

一員として 児童間で取り 決めた役割を 果たす 

  集団活動Ⅱのきまりを 一 守る 
その日の気候や 活動に合った 身仕度をする 

自分のこと 安全な通行・ 安全への配慮をする 
は 遊具を自作する 

自分でする 使った後の後始末をする 

挨拶をする，お 礼や謝罪をきちん ，とする   
意志の 

わかりやすく 案内図を描く 
気付いたことを 絵や又にする 

  

自然の様子や 変化に気付き ， 関心を示す 

国境への 植物や動物に 積極的に働きかける 
積極的な 利用者や働く 人と積極的に 交わる 
働きかけ まわりに気を 遣う ( 国境を乱暴に 扱わない，人の 迷惑にならない 等 ) 

公共物を大事に 扱う 

  その他・児童の 良い面，成長についての 気付き 
" 十 "   
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V  研究のまとめと 今後の課題 

]  研究のまとめ 

「活動や体験を 大切にし，自然に 耕しむ子の育成」を 目指して理論研究と 授業実践を試みた。 

その成果や課題は①仮説②授業分析から 次のようにまとめる。 

仮説 生活科の学習において ，自然や社会とのかかわりのできる 活動や体験の 場を組織すれ 

ば 自立への基礎となる 生活上必要な 習慣や技能を 身につける子が 育っであ ろう。 
  

く 成果 ノ 山 児童の実態 ( 省略 ) から学校の近くの 浦添大公園を 学習の場，対象としたら 初夏 

の 公園に気付き 生活科の趣旨をふまえた 学習ができた。 

(2) 緑の木々，芝生，たんぼぼ 等の草花やせ み ， 虫 等に触れたり ，観察したり 自然に 

親しむことができた。 

(3) 活動後の全体清掃等，公共施設を 大切に利用する 心が有った。 

(4) 児童の望まし、 ， 、 「遊び」活動を 多面的に取り 入れることによって 自然や環境とか 

かわる児童の 思 いが 深まり創造的な 活動に広まって い くことが実践から 確かめられ 

/- し O 

く 授業分析から ノ 

Ⅲ 生活科の授業づくりの OT はどこにいるか ② S は動いているか ③ W で活動し 

ているかの 3 点が達成されて 授業は成功であ った。 ( 教科指導員 評 より ) 

㈲ 幼 小の関連から ，体験したら 思考しやすい ，今まで気づかなかったことに 気づい 

ていく・うんと 体験させよう 等，公園での 楽しみ方がわかったと 思う，すばらしい 

活動ができた。 ( 教科指導員 評 より ) 

(3) 地域とのかかわりと 安全面から警察のパトロールも 協力して頂きよかった。 
く 課題 ノ 

Ⅲ ティームティチンバを 導入したが①援助のあ り方 ②環境づくりなど 望ましい テ 

イー ムテーチンバのあ り方を幼 小 連携において 共同研究していくぺきであ る。 

おわり @c 新教科という 歴史のない教科にチャレンジ 精神で研究に 取り組んだ。 教科目標 や 

内容分析，評価等から 授業展開へと 授業実践を試みたが 教師の援助の 場面 ( タイミングティ 

一 ムティーチンバのあ り方で考えさせる 場面があ り「うみの苦しさ」を 経験した。 今後は ， 

この課題を現場で 学年の研究としてとらえ ，子どもたちが 生き生き学習・ 楽しい学習になる 

よう工夫しながら 努力していきたい。 

最後になりましたが ，この報告書のまとめにあ たって指導してくださった 与儀 啓子教科 指 

導 員をはじめ，前田所長，諸兄 里 係長，池田指導主事，研究員の 先生方に厚くお 礼申 七 上げ 

ます。 
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